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 令和 6 年第 2 回帯広市公営企業経営審議会 議事録（概要）

日 時 ：令和 6 年 8 月 29 日（木）

10 時 00 分～11 時 30 分

場 所 ：帯広市役所 10 階 第 5A 会議室

１ 開会

２ 委員紹介

３ 挨拶

４ 職員紹介

５ 議事

委員

     事務局

委員

 井上管理者より挨拶 

 委員 15 名のうち出席 11 名で過半数に達したため、審議会が成立してい

る旨報告。 

【報告事項】 

（１）令和５年度決算状況について 

 事務局より、資料１「令和５年度決算 上下水道部の主な取組内容」、

資料２「令和５年度 水道・下水道事業会計 業務量調」及び資料３「令

和５年度 水道・下水道事業会計 決算概要」に沿って説明。 

＜質疑応答＞ 

 ご説明の中で、ビジョン目標値として、水道管の耐震適合率 90%や、雨水

管の整備率 76.3%という数字が出てきましたが、こちらの根拠について教え

ていただければと思います。 

耐震適合率について、目指す姿は 100%なのですが、計画期間や更新にかか

る費用などをふまえ、今のビジョンでは全体の 90%までの耐震化を実施する

と定めております。そして年次計画を決め、各年度の目標値を設定しており

ます。その目標値に対し、どの程度工事が進捗したかという数字になってお

ります。雨水整備についても同様であり、年次計画を決め、必要な箇所につ

いてどこまで整備が進んでいるかということを数字で表しております。 

最近は線状降水帯の発生などで１時間に 100 ミリもの雨が降ることもあ
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事務局

      委員

事務局

委員

りますが、１時間に 50 ミリの雨で雨水桝から水が逆流してしまうという話

を聞いたことがあります。この状況を改善することはできるのでしょうか。

低い土地など、場所によってはすぐあふれてしまうのではないでしょうか。

 帯広市の雨水管は１時間あたり 26 ミリまでの雨に対応できる処理能力を

有しております。これは、昭和 20 年代からの帯広市における降雨データに

基づき設計されているのですが、委員がおっしゃるとおり、近年、ゲリラ

豪雨などが全国的に多発していることを受け、令和３年に国が浸水対策の

ガイドラインとして一定の考え方を示しております。帯広市では、国の方

針を受けて浸水シミュレーションを行っており、今後は調査結果に基づき、

冠水しやすい箇所など必要な場所については雨水管の処理能力を増強する

などの対策を進めていく考えであります。 

 「災害に強い強靭な施設づくり」の中で、排水管の耐震化や雨水管の整

備におけるビジョンの目標値についてご説明があったと思うのですが、配

水管耐震化については５年後で 90%、雨水管整備は５年後で 76.3%と、非常

にペースがゆっくりしているように感じます。工事費についても、配水管

耐震化については 0.1%進めるのに約 1,000 万円、つまり 1%では 10 億円か

かるし、雨水管整備も同様に 0.1%進めるのに約 1,100 万円、1%では 11 億円

もの費用がかかるわけですよね。 

 目指す姿は 100%とのお話でしたが、年々資材等の値段が上がっている中

で、このペースで大丈夫なのかと不安に思います。気候変動や頻発する地

震という状況もある中、今後、進捗のペースや目標値を見直すという考え

はあるのでしょうか。 

ビジョンの目標値についてのご質問ですが、現在の上下水道ビジョンを

策定する際、今後の収入や冬期間工事ができないという帯広市の気候の影

響等を勘案し、事業費と事業量について検討し目標値を算出いたしました。

委員のお話にありましたように、資材高騰などの状況があることも事実で

あり、今後は事業費がさらに増えることが見込まれます。次期ビジョン策

定にあたり、どのような目標値、ペースとするのかについては改めて検討

していきたいと考えております。 

簡易水道事業について、予算段階から赤字というふうにお見受けするの

ですが、これは令和５年度に限ってのことなのか、教えていただければと

思います。 
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事務局

委員

事務局 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

簡易水道事業につきましては、市街地と同じ料金体系となっているため、

どうしても高コストとなる部分がございます。基本的には純損失が生じる

状態となっておりますが、トータルで赤字となるようであれば、一般会計

から補填されることとなっております。 

水道事業会計、下水道事業会計どちらも資本的収支の支出の部分で、予

算額より決算額がかなり落ちているのが気になりました。収支にとっては

良いことなのかもしれませんが、事業者側にとっては収入減となっている

のではないでしょうか。入札を行っていると思いますが、事業者にとって

痛手となっていないか、疑問に思いました。

予算を上限に入札を行いますが、設計減や入札減が発生しますので、当

然事業費としては予算に比べて減ということになります。ただ、物価上昇

した分は単価に反映させ、きちんと見積った額での発注をしております。

そういった意味で、事業者の利益が確保できないといったことはないと考

えております。

下水道事業につきましては、国の補助事業として補助金を活用して事業

を行っております。近年、国への補助要望に対して補助金が満額交付され

ずに予定していた事業ができないことが続いておりまして、その結果、予

算額に対して決算額が減となっている状況がございます。

水道事業と簡易水道事業とは何かご説明いただければと思います。

水道事業につきましては、主に帯広の市街地区域の上水道区域における

水道を管理、運営する事業であり、昔から上下水道部が所管しておりまし

た。簡易水道事業につきましては、川西地区や大正地区、岩内地区といっ

た農村地区における水道を管理、運営する事業であり、以前は農村振興課

が所管しておりましたが、令和２年度より上下水道部で一括管理しており

ます。 

初めて参加いたしますので教えていただきたいのですが、いわゆる年度

の予算額とは別にビジョン値というものがございますが、考え方について

教えてください。

おびひろ上下水道ビジョンは、令和２年から令和 11 年までの 10 か年を
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委員 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

対象期間として、令和元年度に策定いたしました。策定時に 10 か年の計画

を立てておりまして、基本的に投資などもその計画に基づき行っておりま

す。資料には、その計画値との比較をビジョン比較値として記載しており

ます。

【報告事項】

（２）おびひろ上下水道事業経営改善プランの進捗状況について

 事務局より、資料４「おびひろ上下水道事業経営改善プランの進捗状況

について」に沿って説明。

＜質疑応答＞

経営改善プランに直接関係はないのですが、川西のインターチェンジに

工業団地ができる予定だと思うのですが、この会議の中で何か検討する予

定はあるのでしょうか。

現時点で予定はありませんが、農村地区ですので、例えば今後、上水道、

下水道の整備が必要というような話が出てきた場合は、相手方と協議を行

いながら進めていくことはあるかと思います。 

ありがとうございます。あと資料について一点コメントさせてください。

広報活動もされているというお話でしたが、我々のように普段説明を受け

る機会のない一般市民にも伝わるような、表記や図表の工夫をしていただ

きたいと思います。 

広報は非常に大切と考えております。これまでも努力はしてきておりま

すが、今後も色々な場面で市民の皆さまに理解をしていただけるよう、改

善をしていきたいと思います。皆さまから様々なご意見をいただき、反映

させていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

「施設設備の計画的な更新」について、実際に工事をする事業者に人手

不足が起きているのではと思いますが、施工力の確保という点で、何か検

討をされていることはありますか。 

水道工事につきましては、現状では人手不足はないと考えておりますが、

事業者が工事を受けやすい発注時期や工期の設定を行うとともに、年度に

よって事業量が偏らないよう、平準化しながら安定的な事業量を確保する
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６ 閉会 

ことが大切だと考えております。 

（３）その他

 事務局より、次回の帯広市公営企業経営審議会は令和７年２月下旬に開

催を予定している旨報告。


